
建設費 

10億円程度 

JAEA 日本原子力研究開発機構  関西光科学研究所 

世界トップレベルの高強度レーザー装置  

Ｊ－ＫＡＲＥＮ 
建設費 

100億円以上 

100m 

粒子線がん治療装置 

活用例 
実用化が進めば 大幅な小型化が可能 

レーザープラズマを利用することで、 

従来のマイクロ波を用いるよりもけた違いに 

強い加速電界を作ることが可能となる。 
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粒子線がん治療装置の超小型化 

 放射線医学総合研究所（放射線科学領域）の移転効果 

来年度の放射線医学総合研究所と日本原子力開発機構の統合を機に、同研究所の重粒子医科
学研究機能等と同機構とが一体的な研究を実施することにより、革新的ながん治療開発を推進 

けいはんなの研究開発成果等 

最先端の放射線がん治療装置の開発など重粒子医科学の研究 

放射線医学総合研究所の機能 

京都府立医科大学・京都大学 
 最先端がん治療研究センター（2018～）                

 ＢＮＣＴ（ホウ素中性子）   等 
 

陽子線、重粒子線、レーザー技術が三位一体となっ
て、革新的ながん治療を開発～体の深部から表面ま
であらゆる“がん”の総合的な治療の実現～ 

ＪＡＥＡの資料から転載 

ＪＡＥＡの資料から転載 



1 

 情報通信研究機構ワイヤレスネットワーク研究所の移転効果 

スマートシティづくりの社会実証の実績を基に企業とのアライアンス構築を進め、情報通信研究機
構が取り組むワイヤレスネットワーク研究を推進 

けいはんなの研究開発成果等 

情報通信研究機構の機能 

スマート社会構築に資するワイヤレス通信システムの研究開発 （ワイヤレスネットワーク研究所） 

 ICT分野の研究機関等集積  

 
○NICTユニバーサルコミュニケーション研究所、ATR、

NTT、パナソニック、オムロン、京セラ等企業の研究

所に加え、同志社大学、奈良先端科学技術大学院大
学等の大学が集積 

○近接の京都大学は情報工学に強みを持ち、COI 

 で取組を進めるほか、ワイヤレスネットワーク研究 

 の第一人者が研究開発を推進 

○ワイヤレスネットワークの研究開発に適したアライア
ンスの構築や優秀なICT人材の確保が容易 

○端末のみでネットワークを構成するワイヤレスネ 

 ットワークシステムの実証実験の精華町（くるりん 

 バス等）での実施やＩＣＴによる茶園の生産管理等 

 など、ＮＩＣＴ等の技術を活用して産官学連携で取組 
 
 

 ＩＣＴ等の活用によるスマートシティづくり 

けいはんな学研都市におけるスマートシティのイメージ

里山保全

農あるくらし

食を通じた健康の増進

植物工場で栽培した
高機能性野菜による
ヘルスケアの推進

ＩＣＴを活用した健康づくり支援

エネルギー自給・けいはんなの
早期実現

ＥＶシェアリング

マイクロＥＶ導入促進
ショッピングセンター

モーダルシフトの促進

駅

電動アシスト自転車
シェアリング

オープンイノベーションセンター

スマートコミュニティ形成に係る
共同研究等の推進

まちぐるみのエコエネ戦略展開

住民主体の省エネ行動
促進施策の展開スマートハウス（HEMS）

スマートメーター
燃料電池
ヒートポンプ
蓄電池
ＬＥＤ照明

エネルギー消費の「見える化」「最適化」

再生エネ
分散型電源
普及促進

メガソーラー

立地機関、施設のスマート化推進

・省エネルギーシステムマネジメントシステ導入支援
・スマート化に対する認証制度創設

国内外への情報発信

・国際イベントの実施
・見学ツアーの開催

ビジネスモデル構築支援

企業が必要とする情報に
迅速かつワンストップでアクセスできる
スマートｉ（インフォメーション）

住民への情報発信

けいはんなｅ２未来スクエアの活用

コントロールセンター
（ＣＥＭＳ）

太陽光発電
屋上緑化
ＬＳＤ照明
蓄電池

スマートビル（BEMS）

 

戦略的な産業創出基盤構築

ＩＣＴ基盤を活用した
スマート、スリムで
かつ快適な
ライフスタイルの確立

『エコ』をけいはんな学研都市の文化に

京都スマートシティ
エキスポの開催

ＢＲＴ

情報通信研究機構と「連携・協力協定」締結 

情報通信技術の利活用等で地域社会の発展に寄与 
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 理化学研究所（脳科学研究等一部機能）の移転効果 

世界的水準の脳科学、ロボット、人間工学、社会科学等の研究実績を基に、関連企業とのオープ
ンイノベーションにより、理化学研究所の脳科学研究を推進 

けいはんなの研究開発成果等 

理化学研究所の機能 

ATR 国際電気通信基礎技術研究所 

ネットワーク型BMI（ブレイン・マシン・ 
インタフェース）研究開発 

◇ATR、NTT、島津製作所、積水ハウス、慶応義塾大学の共同研究 
◇低拘束の脳活動計測器による長時間着用 
◇家電、介護ロボットなどの安心・安全な動作 

人と共生するロボット 
(アンドロイド)研究 

◇実在する個人に酷似したアンドロイド「ｼﾞｪﾐﾉｲ
ﾄﾞ」の開発を通じて、ロボットの容姿や振る舞
いが人に与える影響を調査・研究 

国際高等研究所 
◇人間や社会と科学の関係など、根源的な課題を研究     

多様な分野との融合・活用に資する脳科学に関する研究など先導的研究 

ジェミノイドＴＭ 

http://www.geminoid.jp/ja/geminoid-experiment.html

